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仕入先サステナビリティガイドライン  

（2010年 12月制定、2021年 12月改訂 第三版） 

＜安全･品質･原価低減＞  （1） お客様ニーズへの取り組み 社会にとって必要とされる会社になるため、お客様から信頼され、満足していただ

ける高品質で環境にやさしい製品やサービスの提供に努める。 

（2） 適切な情報提供 お客様に対し、製品･サービスに関する適切な情報の提供を行う。 

（3） 製品･サービスの安全確保 各国・地域ごとに定められた安全法規等を満たした製品・サービスの生産・提供を

行う。 
（4） 製品･サービスの品質確保 品質を確保する全社的な仕組みの構築･運用を行う。 

（5） 原価低減 
原価低減活動によるコスト競争力を実現し、低価格の製品･サービスの提供に努める。 

 
＜人権・労働＞ （6） 差別の禁止 

出生、国籍、人種、民族、信条、宗教、性別、年齢、身体、趣味、学歴、性的指向・

性自認などに基づく非合理なあらゆる差別を行わない。 

（7） 人権尊重 
個人の多様な価値観、基本的人権を尊重し、ハラスメントを含む人権侵害行為は 

一切行わない。 （8） 土地収奪の禁止 
事業を行う上での土地の取得においては、住民や地域社会の権利を尊重し、直接・

間接を問わず不当な土地収奪に関与しない。 

（9） 児童労働の禁止 各国・地域の法令を踏まえつつ国際規範の定めを尊重し、児童労働は行わない。 

（10） 強制労働の禁止 すべての労働（移民労働を含む）は自発的であること、及び従業員が自由離職 

できることを保証し、強制労働を強いることは無い。債務または奴隷労働、非自主

的囚人労働、人身売買を用いない。 

（11） 賃金 

最低賃金、割増賃金等に関する各国･地域の法令を遵守する。 
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行動規範  
 

行動規範とは 
行動規範とは、従来のＣＳＲ方針を名称変更し、お客様・お取引先様・株主様・ 
社会などの各ステークホルダー（利害関係者）に対して、望ましい行動をするため

の拠り所（基本姿勢）を示し、行動系の最上位方針に位置付けたものです。 
 

今も、未来も、「社会に必要とされる会社」であり続けるために 私たちは、安全・環境・快適性向上に寄与する新事業・新技術・新製品開発を通じ

て、社会から信頼され、期待される企業として持続的な成長を続けていきたいと 
考えています。 
その実現のため、ステークホルダーに企業が与える影響に思いを致し、太平洋工業

グループの一人ひとりがグローバル社会の良識ある一員として、高い倫理観と誠実

さをもって行動するための原則が「行動規範」です。 また、「行動規範」に基づき、社員の一人ひとりがより適切に判断し、望ましい 
行動を行うための具体的な判断標準を、グループ従業員向けに明記したものが 
「行動ガイドライン」です。私たちは、「行動規範」「行動ガイドライン」の精神と

原則を踏まえながら、自らの良心に基づき、最善と思われる行動を行います。 
 
 
 
＜お客様＞ 私たちは、日頃からお客様とのコミュニケーションを図り、お客様

から信頼され、満足していただける高品質で環境にやさしい製品や
サービスの提供に努めます。  

＜株主様＞ 私たちは、株主の皆様からの信頼と期待に応えるため、双方向コミ
ュニケーションを基本とし、常に長期的視点に立ち、企業価値の 
向上に努めます。  

＜取引先様＞ 私たちは、取引先様を尊重し、対等･公平な立場で強固なパート 
ナーシップを築き、相互信頼に基づく共存共栄をめざします。 

 

 
 

太平洋工業グループ 

仕入先サステナビリティガイドライン 
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